
「自立型まちづくり」と
環境モデル都市の取組

平成２４年５月３０日

豊田市長 太田 稔彦

資料１０－２
（別添１）

◆人口・世帯数

・４２２，８３０人（H２４年４月１日現在）

・１６６，９７０世帯（H２４年４月１日現在）

※高齢化率 １７．４％

◆市の面積

・９１８．４７k㎡（愛知県の約１８％）

※森林が占める割合は約７０％

◆製造品出荷額等

・９兆円超（H２１年末）は全国第１位

◆県内有数の農業地帯

・米の収穫量１３，６００トンは県内第１位

・モモ、ナシの収穫量は県内有数

・シンビジウムの生産量１１０，０００鉢は県内第２位

◆財政力指数

・１．１０（H２３年）

愛知県

岐阜県
長野県

豊田市の概要



◆将来都市像 「人が輝き 環境にやさしく 躍進するまち・とよた」

平成１７年４月の合併を踏まえた“まちづくりビジョン”

◆土地利用構想 「多核ネットワーク型都市構造」

・山村振興対策の中枢を担う
・農山村地域の医療サービスや複合的行政サー
ビス機能の維持確保

地域核への移動手段となる地域
バスの運行（地域交通）

基幹バスの運行
幹線道路整備

・基幹交通と地域交通の結節地
・都市的機能の集積による利便
性の確保

第７次総合計画（Ｈ２０～２９）基本構想

国道248号、愛知環状鉄道
等交通基盤を活かした両地
区の連携強化

鉄道路線の活用

拠点地域核

複合地域核

・農山村部の支所周辺
・地域特性に応じた行政・生活サービス機能の
確保

地域核

・多核ネットワーク型都市の中心
・多様で高水準の都市的サービ
ス機能の確保

都心

世界をリードする産業技術の中枢

産業技術核

地域資源の活用

世界展開を視野

民 生（家庭）

 太陽光発電システム・ＨＥＭＳ・家
庭用燃料電池・充電器の普及

 家電製品・建築物の省エネ化

 見える化推進

都 心

 『低炭素社会モデ
ル地区』の整備

 「人」と「緑」の都心
づくり

森 林交 通

 エコカーライフ
の実現

 公共交通整備

 間伐/地域材
利用推進

 森林環境教育

ITS実証実験都市
（内閣官房）

次世代エネルギー・
社会システム実証

（経済産業省）

中心市街地活性化
基本計画認定都市

（内閣官房）

環境モデル都市
（内閣官房）

100年の森構想
（豊田市）

 環境経営普及

 サステイナブル
プラント移行

産 業

次世代エネルギー・
モビリティ創造特区

（内閣官房）

「低炭素モデル地区」

環境モデル都市「ハイブリッドシティ とよた」の取組

【ＣＯ２削減目標】
2030年 必達30%、ﾁｬﾚﾝｼﾞ50%
2050年 必達50%、ﾁｬﾚﾝｼﾞ70%

「活発な市民活動」と「強い経済活動」に支えられた
「 活 力 あ る 低 炭 素 社 会 」 の 実 現 を 目 指 す



スマートコミュニティの実現に向けて、官民一体で取組を推進

社会全体でエネルギー利用を最適化し、無理なく、無駄なく、快適な暮らしを提供

～次世代エネルギー・社会システム実証～

① 家庭内エネルギー利用最適化

創エネ、省エネ、蓄エネ機器をHEMSで制御し、
太陽光による電力を家庭内で最大限利用



② 低炭素交通システムの構築

多様な交通手段により、人の移動における低炭素化を実現

③ 商業・公共施設等のエネルギー利用最適化



④ 社会全体のエネルギー利用最適化



⑤ 都心モデル地区 ～エコな未来の暮らしや最新の環境技術を体験～

豊田市低炭素社会モデル地区


